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	令和８年度 授業の改善・充実に向けた説明会Ⅱ ～各種学力調査の結果を踏まえた授業づくりを目指して～
	中学校 理科
	東京書籍株式会社

	山梨県教育課程実施状況調査【CBT調査】について
	【目的】
	　全国学力・学習状況調査に準じ、学習指導の改善・充実に役立てる。

	【IRT・LRTについて】
	　CBTによる学力調査では、より正確な学力指標を得るためのテスト設計がなされています。テスト理論である
	「IRT：Item Response Theory 　　　（項目反応理論）」
	「LRT：Latent Rank Theory 　　　（潜在ランク理論）」
	を活用することで、受検者の学力を適切に評価し、個々の強みや弱点を把握します。



	山梨県教育課程実施状況調査（中･理科、CBT調査）の結果概要①
	割合(%)
	正答率
	割合(%)


	山梨県教育課程実施状況調査（中･理科、CBT調査）の結果概要②
	「Ｃ   地球」が 推定全国値よりやや低いが全体的に下回る
	思考･判断･表現
	記述式の課題

	山梨県教育課程実施状況調査（中･理科、CBT調査）の結果概要③-1
	正答率(%)
	レベル
	正答率(%)
	レベル

	山梨県教育課程実施状況調査（中･理科、CBT調査）の結果概要③-2
	正答率(%)
	レベル

	結果概要③-２ついて
	　全体を通しても、この気象の部分の選択問題に課題が見られる。問い２０において、温暖前線での天候の変化については全国推定値を－18.0％と大きく下回っていた。
	　学習指導要領には「前線の構造については、前線が通過する際の気温、湿度、気圧、風向、風速、天気の変化、雲の種類の観測結果や実際の経験と関連付けて理解させる。例えば、寒冷前線が通過する際の特徴として、短時間の比較的強い降雨、雷、通過後の気温の低下、風向の変化などの現象が観測できることから、寒冷前線に伴う暖気、寒気の入れ替わりを考察させることなどが考えられる。その際、暖気、寒気のぶつかり合いを表すモデル実験などの方法を工夫して前線の構造についての理解を深めることが考えられる。」とあるが、どのような授業展開や学習指導が、具体的に考えられるか？ 　

	結果概要③-２ついて
	結果概要③－２において正答率が30％を下回っており、この図からどの部分が高気圧なのか、低気圧 なのか、気温の高低とともに思考をはたらかすことが課題となったと考えられる。

	結果概要③-２ついて
	結果概要③－２において、下の図のような気圧配置や季節風、海陸風についてそれぞれを教える流れを、学習指導要領（４）気象とその変化－イの「気象とその変化について、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈し、天気の変化や日本の気象についての規則性や関係性を見いだして表現すること。」から、どのような授業展開や学習指導が考えられるか？
	結果概要③-２ついてのインタラクション
	どのような授業展開や学習指導が考えられますか？

	ホームページのリンクかQRコード→
	から参加をお願いいたします。

	山梨県教育課程実施状況調査（中･理科、CBT調査）の結果概要③-3
	正答率(%)
	レベル

	結果概要③-３
	　結果概要③－３において、下のAからCの図でひとつの電化製品が故障したり電源コードをはずしたりしても、他の電化製品に影響がないことを答える問題である。Aが問題に類似した形だが、生徒の中でBやCのように思考をはたらか
	せる生徒はどれくらいいたの
	だろうか？
	　学習指導要領の（３）電流
	とその利用アや㋒にある「日
	常生活や社会と関連付けて理
	解させること」をねらいとす
	るのであれば、どのような授
	業展開や学習指導があるか？
	また適切な表現をするために
	指導する際に工夫されている
	ことは？

	結果概要③-３ついてのインタラクション
	どのような授業展開や学習指導が考えられますか？

	ホームページのリンクかQRコード→
	から参加をお願いいたします。

	山梨県教育課程実施状況調査（中･理科、CBT調査）の結果概要③-4
	正答率(%)
	レベル
	結果概要③-４ついて
	　電磁誘導と誘導電流については、「現象」と「正体」との違いを理科では誤解することがある。この単元で言えば「帯電」と「静電気」というような同じように誤答しやすいものもある。しかも「誘導」という語句がどちらも入るために間違えやすい。こういった誤答を減らすためにはどのような指導があるか？



	例１
	　実験時に観察のポイントをおさえる。
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